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基本施策 1 地域で子育てを支援する環境づくり               

施策の方向性 1 地域における子育て支援の充実 

◆重点施策 1 相談支援体制の充実 

№ 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

1 

子ども・家庭総合支援室において、子育ての各時

期に応じた相談、支援の充実に取り組みます。 

※当初の内容（子ども家庭総合支援拠点の設置）

が終了したため新たな内容を設定。 

こども未来課 

子育て支援課内に子ども・家庭総合支援室を設置し、

専門職（保健師、社会福祉士）を配置するとともに学校

教育課との兼務職員を配置することで、支援の充実が図

られた。 

なし 継続 

2 

妊娠、出産、子育てまで切れ目のない支援を行う

ため、関係機関が連携し、定期的に情報交換会を

実施します。 

こども未来課 

健康課 

毎月 2 回定期的に妊産婦情報交換会を実施し、切れ

目のない支援のための情報共有を図り、適切な支援へ繋

げた。 

なし 継続 

3 

地域子育て支援拠点施設において活動を行うＮ

ＰＯ法人、子育てサークルなどの育成と活動への

支援を行います。 

保育こども園課 

市内で活動する子育てサークル、地域子育て応援団に

対し、活動の場の提供、遊具の貸出、活動内容の周知、

公共施設利用の際の調整等の支援を実施した。 

有り（実施） 継続 

4 子育て支援に携わる者の研修を実施します。 こども未来課 
育ちのサポート研究会 基礎編（3 回 48 名参加）を

実施し、関係機関職員の資質向上が図られた。 
なし 継続 

5 
主任児童委員や民生委員などの地域との連携に

よる子育て支援を行います。 

こども未来課 

保育こども園課 

 子ども・子育て会議や児童センター運営委員会、認可

外保育施設審議会の委員として、子育て支援全般に提言

いただいた。 

なし 継続 

6 

市ホームページ、子育てガイドブック、子育てカ

レンダー、父子手帳、乳幼児カレンダー等での育

児相談窓口など情報提供を行います。 

こども未来課 

保育こども園課 

子育てガイドブックを窓口、保育園・認定こども園等

を通じて配布したことで、相談窓口の周知が図られた。 

また、母子健康手帳交付時、父親手帳を配布し情報提

供を行った。ホームページに乳幼児カレンダーやぎゅっ

と相談等を掲載、また酒田市公式ＬＩＮＥアカウントか

らホームページへ繋がるよう設定した。 

なし 継続 

 

◆重点施策 2 地域における子育て支援の充実 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

7 
地域子育て支援拠点施設などでの育児相談や交

流機能を充実します。 

こども未来課 

保育こども園課 

各センターで発育測定やぎゅっとサロン等の育児相

談や各種育児講座を実施したが、新型コロナで食育講座

等の一部の事業が未実施となった。 

ぎゅっとサロンを 11回実施、58組参加し母親同士の

交流を促し育児相談を実施した。なお、新型コロナのた

め定員を削減して実施した。 

有り（実施） 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

8 
保育所、認定こども園における地域子育て支援拠

点活動を充実します。 
保育こども園課 

 出張ひろばを含め、市内 8か所で地域子育て支援拠点

活動を実施した。令和 3年度に酒田子育て支援センター

を移転したことで、利用圏域の重複が緩和されるととも

に、土曜日の終日利用が可能となり、利便性が向上した。 

有り（実施） 継続 

9 
保育所、認定こども園において未就園児童や保護

者の支援に取り組みます。 
保育こども園課 

離乳食の食事体験や園開放による遊び体験や子育て

相談に応じることで支援を予定していたが、新型コロナ

のため中止した。 

有り（中止） 継続 

10 
地域子育て応援団の育成など、地域での子育てに

関する気運の醸成を図ります。 
保育こども園課 

 地域子育て支援センターで地域子育て応援団に対し、

活動の場の提供やポスター掲示、遊具の貸出等を実施し

た。 

有り（実施） 継続 

11 
ファミリー・サポート・センターの機能強化と利

用促進に向けた周知活動を強化します。 
保育こども園課 

 令和 3年度からファミリー・サポート・センターをＮ

ＰＯ法人「にこっと」に委託して、土日・祝日もセンタ

ーを開所することで、利用の申し込みや相談が可能とな

った。 

有り（実施） 継続 

 

◆重点施策 3 子育てにかかる負担軽減 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

12 
子育て支援医療・ひとり親家庭等医療の給付を行

います。 
こども未来課 

 0歳から中学生卒業までの児童及び生徒に対し、医療

費の負担軽減をするために医療給付を行った。また、所

得税非課税世帯で 18歳以下の児童を扶養するひとり親

世帯等へ、健康保険等の自己負担分を助成し、子育て世

帯等の医療費の負担軽減につながった。 

なし 継続 

13 未熟児養育医療の給付を行います。 こども未来課 

 養育のための病院又は診療所に入院することを必要

とする未熟児に対し、指定医療機関において、その養育

に必要な医療の給付又は医療に要する費用を支給する

ことで、負担軽減につながった。 

なし 継続 

14 
保育所、認定こども園に入園している家庭の経済

的負担軽減を充実します。 
保育こども園課 

幼児教育・保育の無償化及び市単独軽減により、保育

料及び副食費の負担軽減につながった。 
なし 継続 

15 学童保育の利用料軽減を実施します。 保育こども園課 
 学童保育所を利用する要保護・準要保護世帯、兄弟利

用世帯について、学童保育所利用料の補助を実施した。 
なし 継続 

16 
多胎児家庭へ支援員を派遣し、家事・育児を支援

します。 
こども未来課 

対象を 2 人以上の多胎児を養育する家庭とすること

で、利便性の向上が図られた。利用実績 3世帯（29日）。 
なし 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

17 
一時預かり及び休日保育事業の充実と情報提供

を行います。 
保育こども園課 

市ホームページ、子育てガイドブック等で情報提供を

行った。 
なし 継続 

18 
短期入所生活援助（ショートステイ）事業を実施

します。 
こども未来課 

児童の養育が一時的に困難になった家庭 3 件につい

て、児童養護施設において養育を行ったことで、安心・

安全の確保が図られた。 

なし 継続 

19 
ペアレント・プログラムの実施体制を整備しま

す。 
こども未来課 

保護者から見た子どもの行動変容を通して、養育スタ

イルの変化を促し、保護者の孤立の解消やメンタルヘル

スの改善を図った。市保育士の保護者支援技術のスキル

アップに取り組んだ。全 6 回のプログラムを 4 コース

実施し、30人の保護者が参加した。 

なし 継続 

20 
産後ケア事業や産前産後サポート事業を実施し

ます。 
こども未来課 

産後ケア事業宿泊型：3組 産前産後サポート事業：

ぎゅっとサロン 58組 母乳ミルク相談 173件、骨盤ケ

ア教室 87人の参加あり。新型コロナのため、ぎゅっと

サロンと骨盤ケア教室は定員を削減して実施。 

有り（実施） 継続 

 

施策の方向性 2 子ども・子育て支援の充実 

◆重点施策 1 幼児教育・保育の提供体制の確保 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

21 
保育需要に見合った保育所、認定こども園の定員

の管理を行います。 
保育こども園課 

家庭の状況、就労状況、各保育所等の空き状況等をふ

まえ入所調整を行った。 

保育所、認定こども園の定員変更にあたっては、事前

に協議を行い、子ども・子育て支援事業計画に沿って、

適正な定員の管理に努めた。 

なし 継続 

22 
老朽化した施設について、計画的に施設設備等の

改修を進めます。 
保育こども園課 

次年度に改修する施設の状況を把握し予算化に努め、

保育所等の施設改修を行った。 
なし 継続 

23 認可外保育所の指導、支援を充実します。 保育こども園課 
5 施設の立入調査を実施。1 施設において口頭指導が

1件あったが、既に改善済み。 
なし 継続 
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◆重点施策 2 幼児教育・保育施設等における子育て支援の充実 

（１） 低年齢児保育の促進 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

24 
産休・育休取得後などの年度途中の入所ニーズに

対して適切に対応します。 
保育こども園課 

年度途中の入所申込に対して、認可保育所・認定こど

も園の入所調整を適正に実施した。 
なし 継続 

 

（２）延長保育、一時預かり及び休日保育事業の実施 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

25 
民間立保育所等における延長保育の実施を支援

します。 
保育こども園課 延長保育を実施した 19園に対し、補助金を交付した。 なし 継続 

26 
認定こども園における預かり保育等を支援しま

す。 
保育こども園課 

認定こども園において預かり保育を実施した 14 園に

対し、補助金を交付した。 
なし 継続 

 

（３）病児保育事業の実施 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

27 
病児や病気回復期の児童の専用スペースによる

保育を実施します。 
保育こども園課 

あきほ病児・病後児保育所（専用施設）において病児・

病後児保育事業を実施し、387名の利用があった。（令和

元年度から利用定員を 3人から 9人に増員） 

有り（実施） 継続 

28 
病児送迎サービス、受診付添サービスを実施しま

す。 
保育こども園課 

 急な体調不良に対応した、看護師によるタクシーでの

病児送迎サービス及び受診付添いサービスを実施し、1

名の利用があった。（送迎 0、受診付添い 1） 

有り（実施） 継続 

29 
保育所や認定こども園での体調不良児対応を充

実します。 
保育こども園課 

市立保育園（3施設）、認可保育所（7施設）及び認定

こども園（3 施設）で看護師を配置し、法人立保育所等

に支援を行った。 

なし 継続 

30 
ファミリー・サポート・センターでの体調不良児

等の預かりを実施します。 
保育こども園課 

 病児・病後児の預かり依頼はなかったが、病児・病後

児を預かってくれる協力会員が極めて少ないため、依頼

があった場合は、病児・病後児保育事業の利用を案内す

るなどの対応となる。 

なし 継続 
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（４）障がい児の教育・保育の充実 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

31 
保育所、認定こども園における障がい児の受け入

れ環境を充実します。 
保育こども園課 

障がい児を受け入れている 28 園に対し、補助機を交

付した。 
なし 継続 

32 

児童発達支援センター（はまなし学園）と保育所

や認定こども園との二重籍※1 を活用した交流保

育※2を推進します。 

※1…二重籍／はまなし学園在籍児童が保育所等にも在

籍し、はまなし学園終了後に集団保育を行うこと 

※2…交流保育／保育所等における集団活動を経験する

時間をもつこと 

こども未来課 

保育こども園課 

はまなし学園に在籍している幼児が、それぞれみなと

保育園（5名）、宮野浦保育園（1名）、若草幼稚園（1名）

に二重で在籍して交流し、より充実した発達支援を行っ

た。 

 また、松陵保育園及び酒田第二幼稚園で交流保育を行

い、各保育所と連携して療育支援を行うことができた。 

なし 継続 

33 

保育所、認定こども園、児童相談所、家庭児童相

談室、市民健康センター、発達支援係、特別支援

学校等の関係機関の連携を強化します。 

こども未来課 

保育こども園課 

健康課 

学校教育課 

育ちのサポート事業、園内事例検討、個別相談、ケー

ス検討、情報交換を行い、各園や酒田特別支援学校との

連携を図った。 

児童相談所とネットワーク会議を実施し、連携強化を

図った。令和 3年度から学校教育課との連携会議を実施

した。 

関係機関が連携し、妊産婦と乳幼児の情報を共有しな

がら支援した。 

なし 継続 

34 
在宅での保育が必要な障がい児や医療的ケア児

への実施体制を検討します。 
こども未来課 

利用者のニーズを踏まえながら、対象となる児童に必

要なサービスの提供や発達支援の実施について、体制の

構築を図った。 

なし 継続 

 

◆重点施策 3 幼児教育・保育の質の向上 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

35 
保育士の人材確保に向けた取り組みを推進しま

す。 
保育こども園課 

酒田市保育の仕事まるわかりフェア 2022 を開催し、高

校生や養成校の学生など延べ 16 名が参加し、本市の保

育園等に就職するきっかけ等を提供できた。 

有り（実施） 継続 

36 
保育所、認定こども園などの研修内容の充実と、

合同研修会の機会を充実します。 
保育こども園課 

新型コロナにより研修会は中止となったが、法人立保

育所等の研修派遣が積極的に行なわれるよう助成を行

った。 

有り（実施） 継続 

37 幼保小連携に向けた研修会等を充実します。 
保育こども園課 

学校教育課 

幼保小指導者研修会を開催し、小学校 16名、保育園・

認定こども園 31名の参加があり、「小一プロブレム」の

改善につながっている。 

なし 継続 
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施策の方向性 3 子どもと保護者の居場所づくりの推進  

◆重点施策 1 学童保育の充実 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

38 

地域の需要を捉えながら、待機児童が発生しない

ように、学校の余裕教室を利用するなど学童保育

所の整備を検討します。 

保育こども園課 

待機児童が発生している地域について、学童利用児童

数の変動にも対応できるよう、様々な整備方法・運営方

法について検討を進める。 

なし 継続 

39 
学童保育所の開所時間の延長や長期休暇のみの

利用などの利用ニーズへの対応を検討します。 
保育こども園課 

19箇所の学童保育所で、平日午後 7時までの保育時間

延長を実施した。 
なし 継続 

40 

大規模学童保育所については、グループ分けによ

る保育を実施するともに、必要に応じて分割等を

検討します。 

保育こども園課 
国が示している基準に沿い、放課後児童支援員を概ね

児童 40人ごとに 2人以上配置した。 
なし 継続 

41 
学童保育所での環境整備による障がい児の受け

入れを推進します。 
保育こども園課 

16箇所の学童保育所で障がい児を受け入れた。また、

受け入れにあたり専門的知識等を有する指導員を雇用

してもらうとともに、指導員が障がいに関する研修を受

講する斡旋等を行った。 

なし 継続 

42 
学童保育指導員の資質の向上のための研修を充

実します。 
保育こども園課 

酒田市学童保育連絡協議会を通して、衛生研修会を実

施。また、県が実施する「放課後児童支援員認定資格研

修」、「放課後子ども総合プラン指導者研修会」等の受講

について積極的な受講を各学童に要請した。市内学童保

育所に勤める 6名が研修を受講し、放課後児童支援員認

定資格を取得した。 

有り（実施） 継続 

43 
地域の実情を踏まえ放課後子供教室の設置につ

いて検討します。 
社会教育課 取り組みなし なし 終了 

44 
学童保育所の整備にあたっては、放課後子供教室

との連携を検討します。 
保育こども園課 

保護者への意向調査により地域外の学童保育所の利

用を希望しない声が多かったため、今後の学童保育所の

整備については、放課後の居場所づくりの一環として、

学校・地域が関わる放課後子ども教室との連携を検討し

ていく。 

なし 継続 

 

◆重点施策 2 地域の育児力の向上 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

45 
児童図書等の充実と、市内施設でのさまざまな団

体による読み聞かせを推進します。 
社会教育課 

図書の選定では、その内容や利用が多く見込まれる等

の要件により適切な選定を行いながら、古くなった資料
なし 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

※「児童図書室」は酒田市立図書館の移転に伴い

なくなった。 

を買い替える等、充実させることができた。（児童図書

年間受入冊数 2,732冊） 

46 
児童の読書普及を図るための図書館ボランティ

ア活動へ支援します。 
社会教育課 

読み聞かせ団体（「あさの葉会」「絵本の部屋」）への活

動支援を行い、外部からの問い合わせ等の窓口となっ

た。また、2団体による「土曜おはなし会」に対し、感

染症対策でも協力し実施に努めながら、計 24 回開催、

のべ 761人の親子が参加した。 

有り（実施） 継続 

47 

子育て支援の場、屋外の遊び場として、保育所、

自治会館、コミュニティセンター等の利用を推進

します。 

まちづくり推進課 

保育こども園課 

コミュニティセンターの使用料を減免し、子育てサー

クル等の活動を支援した。また、ひとづくり・まちづく

り総合交付金を交付し、各コミュニティ振興会の事業を

支援した。 

なし 継続 

48 
地域で行われる伝承遊び、伝統芸能の継承活動、

などの交流事業を支援します。 
社会教育課 

旧公民館地区の25コミュニティ振興会に「ひとづく

り・まちづくり総合交付金」の地域の教育力向上事業

加算として、コミュニティ振興会が主体となって、昔

遊び・伝統芸能の継承・世代間交流等の児童と地区住

民の交流を行った。 

有り（実施） 継続 

49 
地域での子育て支援に対する学習機会を充実し

ます。 
社会教育課 

小・中学校の保護者を対象に、講演・実技等で構成さ

れた「地域家庭教育講座」８講座を開催し、288名が参

加した。新型コロナにより２講座が中止となった。 

有り（実施） 継続 

50 「子ども食堂」の取り組みを支援します。 こども未来課 

各種情報の提供や広報の協力による支援を行い、コロ

ナ禍においても様々に工夫を凝らした子ども食堂の運

営が市内 4カ所で継続された。 

なし 継続 

 

◆重点施策 3 子育てを楽しむことができる環境の整備 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

51 屋内型児童遊戯施設の整備を検討します。 
企画調整課 

保育こども園課 

 新型コロナで、市民ワークショップ等の開催を中止し

したままとなっている。感染症対策や燃料費高騰等によ

る地域経済の立て直しを最優先に取り組んできたこと

から、屋内型児童遊戯施設の整備については検討を休止

している。 

有り（中止） 休止 
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基本施策 2 次代を担う若者を支援する環境づくり              

施策の方向性 1 子育ての喜びを実感できる環境づくり 

◆重点施策 1 思春期から生命の大切さ子育ての楽しさを伝える活動の充実 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

52 

保育所、認定こども園、地域子育て支援拠点施設

などでの、中・高校生、大学生を対象とした乳幼

児とのふれあいの機会を充実します。 

保育こども園課 

 高校生を対象にした乳幼児ふれあい体験を 8回実施。

うち 1 回は、新型コロナでリモートによるものとなっ

た。 

有り（実施） 継続 

53 
看護師、幼稚園教諭、保育士などを目指す学生へ

の体験活動の場を提供します。 

保育こども園課

健康課 

保育所等で看護学生（27名）、養成校生（13名）の実

習の受け入れを行った。 

健康課では看護学生の実習（4 校 23 名）受け入れを

行った。 

有り（実施） 継続 

54 

各学校と連携し、子育ての現状、健康づくり（生

活習慣病、飲酒、喫煙、薬物乱用防止、ダイエッ

ト、性など）に関する情報を提供します。 

健康課 

学校教育課 

学校保健委員会などで生活リズム、生活習慣病予防等

の情報提供を行った。 

各学校では、保健体育や特別活動等において関連する

授業を実施した。 

有り（実施） 継続 

55 
父性や母性に関する理解促進など母子保健関連

事業を学習の場に活用できる体制を整備します。 

健康課 

学校教育課 

妊娠・出産・子育てについて、ポジティブイメージを

醸成するための少子化対策リーフレットを作成。中学校

3年生の授業で活用できるよう 7校に 823冊配布した。 

各学校では、保健体育や特別活動等において関連する

授業を実施した。 

なし 継続 

56 
男女が共同して子育てを行うことの意義や、喜び

を理解するための学習機会を充実します。 

健康課 

学校教育課 

妊娠・出産・子育てについて、ポジティブイメージを

醸成するための少子化対策リーフレットを作成。中学校

3年生の授業で活用できるよう 7校に 823冊配布した。 

学校生活の中では、男女が協力して学習活動を実施し

た。 

なし 継続 

 

 

施策の方向性 2 若者の暮らしの希望がかなう環境づくり 

◆重点施策 1 若者への就労支援 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

57 

ハローワーク、若者就職支援センター、商工会議

所、商工会などの関係機関と連携し、若者への就

労を支援します。 

商工港湾課 

市内高校生に対する模擬面接会や「学生・ＵＩＪター

ン庄内就職説明会」などを関係機関と連携して実施する

ことで、若者の就労が図られた。 
なし 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

58 
ＵＩＪターンを希望する若者へ、ＵＩＪターン人

材バンクで就労支援を行います。 
地域共生課 

ＵＩＪターン人材バンクによる就職マッチング成立

（内定者）数は８人となった。テレワークといった柔軟

な働き方を選択する人が増え、新規求職者が 13 人とな

ったほか、新規メール登録者は 83人となった。 

有り（実施） 継続 

59 
地元企業に対する高校生の理解を深めることに

より、地元就職を促進します。 
商工港湾課 

若者地元就職魅力ＰＲ動画の配信、高校生が市内企業

を見学する「おしごと拝見ツアー」（市内高校生、保護

者等）の実施や、高校生が個別訪問可能な企業をリスト

化して各高校へ情報提供するなど、地元就職が促進され

た。 

有り（実施） 継続 

60 
ＵＩＪターン就職を推進する企業に対して支援

を行います。 

商工港湾課 

地域共生課 

地域の求人サイトを活用して採用活動を行う市内事

業者に対して、助成金を交付して活動を支援した。 

新規求人 84 人分を含め、令和４年度末時点で 82 社

288人分の求人情報を市ホームページに掲載した。 

有り（実施） 継続 

61 
地元企業育成や企業誘致による就業機会拡大を

進めます。 
商工港湾課 

地元企業の事業拡大や新規立地企業の誘致を行い、若

年者の雇用機会を創出した。 
なし 継続 

62 
新規就農希望者への就農支援や農業後継者に対

する技術研修などを支援します。 
農政課 

新規就農者を対象に、農地及び農業機械の借上料、資

材等の購入費を助成。（実績／2件 1，000，000円）新規

就農者数は 31人。（目標値／20人） 

なし 継続 

63 漁業後継者の育成や活動を支援します。 農林水産課 

漁業者・漁協・水産高校・県・市・町等関係者による

山形県漁業就業者確保育成協議会（事務局：水産振興課）

を設置し、就業者確保に取り組んだ。市ホームページで

も情報発信したが、令和 4年度は新規就業者を確保でき

なかった。 

なし 継続 

 

 

◆重点施策 2 男女の出会い、交流の場づくりへの支援 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

64 
結婚サポーターによる男女の出会いの機会を創

出します。 
地域共生課 

結婚サポーターが年間 40 件の仲介を行い、2 件成婚

に至った。 
有り（実施） 継続 

65 
結婚サポートセンター等が婚活イベントを主催

し、出会いの場を創出します。 
地域共生課 

婚活イベントを年 2 回開催したほか、休日結婚相談

日や夜間結婚相談日も設けサポートを行った。 
有り（実施） 継続 
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◆重点施策 3 就学に対する支援 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

66 
東北公益文科大学卒業生の奨学金返還を支援し

ます。 
企画調整課 

平成 30年度から令和 3 年度までの卒業生補助対象者

22 名に対し奨学金返還支援を行い、公益大生の定住促

進に寄与した。 

なし 継続 

67 

大学等の受験費用を支援します。 

※当初の内容（大学等修学支援事業の実施）が終

了したため新たな内容を設定。 

企画管理課 

大学等を受験する高校生の保護者に対し、生徒一人あ

たり 10 万円を上限に受験に要する費用の支援を行った

（補助金交付件数 17件）。家庭の経済状況によらず進学

を希望する生徒の高等教育を受ける機会の確保に寄与

した。 

なし 継続 

68 
就学に対する各種制度の周知と利用を促進しま

す。 
学校教育課 

 要保護･準要保護児童生徒の保護者(要保護 小 1 名、 

準要保護 小 247 名 中 202 名)に対して､学用品費等と

給食費の就学援助を実施｡入学説明会や就学相談等で説

明を行うとともに､ホームページに掲載し周知を図っ

た｡また､特別支援学級の児童生徒の保護者(小 72 名 中

41 名)への就学援助事業について､対象者に通知を送付

し制度の周知を行った｡ 

なし 継続 
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基本施策 3 親と子の健康を守る環境づくり                

施策の方向性 1 安心して妊娠、出産ができる体制の整備 

◆重点施策 1 妊娠、出産を意識した健康管理の推進 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

69 16～39歳を対象とした健康診査を実施します。 健康課 

 酒田市独自として職場等で検診のない若年者を対象

に、健康への関心と生活習慣病予防を目的に健康診断

（アンダー40健診）を実施した。男性：9回 265人 

女性：12回 452人受診。 

なし 継続 

70 

歯と口腔の健康づくり推進のため若年者健康診

査時に口腔の検査・検診、保健指導等を実施し、

生活改善等の助言をします。 

健康課 

アンダー40健診時に簡易歯周疾患検診を計 10回実施

し、231 人が受診した。そのうち陽性となった 94 人が

歯周疾患検診を受診した。 

なし 継続 

71 
若年女性に子宮頸がん検診、骨粗しょう症検診を

実施します。 
健康課 

子宮頸がん検診 862人 骨粗しょう症検診 54人受

診。 
なし 継続 

72 

風しんの流行を予防し妊婦と胎児を風しんウイ

ルスの感染から守るため、妊娠希望者や妊婦同居

家族に抗体検査・予防接種を任意で実施します。 

健康課 
 風しん抗体検査 38人、風しん予防接種 53人、全額

補助で実施。 
なし 継続 

 

◆重点施策 2 安心して出産できるための各種施策の実施 

（１）母子健康手帳を活用した事業の実施 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

73 早期妊娠届出を周知徹底します。 こども未来課 
広報や医療機関で情報提供を行った。届出数 449件

のうち、早期妊娠届出（11週以内）は 415件 92.4％。 
なし 継続 

74 
母子健康手帳活用の普及を図り、手帳交付時の相

談を充実します。 
こども未来課 

母子健康手帳交付時に、手帳の活用や妊娠中の定期

検診の重要性、健康管理について説明し、相談も実施

した。交付申請 449件。 

なし 継続 

75 
喫煙が母体に及ぼす影響の説明を行い、禁煙を勧

めます。 
こども未来課 

母子健康手帳交付時に、たばこが母体に及ぼす影響

の説明を行った。妊婦の喫煙率 1.0％。乳幼児健康診

査、健康相談でも禁煙パンフレットで説明した。 

なし 継続 

76 
妊娠期・産後プラン、サービス等の情報を周知し

ます。 
こども未来課 

 妊娠期・産後プラン、サービス、育児方法等の情報

を網羅したマタニティガイドブックを作成。母子健康

手帳交付時に配布し説明した。 

なし 継続 
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（２）マタニティ教室を活用した事業の実施 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

77 
夫婦で協力して妊娠、出産、育児ができるような

家庭づくりを支援します。 

こども未来課

健康課 

マタニティ教室と未来デザイン講座は、夫婦で参加

しやすいよう土・日曜日も開催。マタニティ教室 180

人、未来デザイン講座 37人参加。新型コロナのため、

定員を削減し実施した。また、母子手帳交付時、転入

手続き時に父親手帳を配布した。（481人） 

有り（実施） 継続 

78 
育児体験や栄養指導を通して安心安全に出産で

きるよう支援します。 

こども未来課

健康課 

マタニティ教室と未来デザイン講座では沐浴や調

乳・おむつ交換等の赤ちゃんお世話体験、パパの妊婦

体験、助産師による講話、栄養士による集団指導や個

別相談を行った。新型コロナのため、回数、定員を削

減し実施した。 

有り（実施） 継続 

 

（３）妊婦健康診査の実施 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

79 
妊娠届出の際、妊婦健康診査受診票、妊婦歯科健

診受診票を交付します。 

こども未来課

健康課 

妊婦健康診査受診票 14回、超音波検査 4回、妊婦歯

科健診受診票 1回を 482人に交付。 なし 継続 

80 
妊婦健康診査の定期受診を勧奨し、異常の早期発

見を推進します。 

こども未来課

健康課 

 母子健康手帳交付時、転入手続き時に定期受診の必

要性について説明し受診券を交付。また産科医療機関

と連携し受診を勧奨した。 

なし 継続 

81 
里帰り先（県外）で安心して妊婦健康診査を受け

られるような体制を図ります。 
健康課 

 里帰り出産 19人。9人が里帰り先の産科医療機関と

委託契約締結（市の妊婦健康診査受診票利用）し、10

人は妊婦健康診査料金を償還払いで対応した。 

なし 継続 

 

（４）妊産婦への相談、支援の実施 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

82 

子育て世代包括支援センター「ぎゅっと」での相

談を充実し、すべての妊婦への相談、支援を実施

します。 

こども未来課 

母子健康手帳交付時から、新生児訪問、乳幼児健康診

査、乳幼児健康相談、各種教室等で相談支援を継続して

実施。また関係機関と連携し、切れ目のない子育て支援

を行った。 

なし 継続 

83 里帰り出産妊婦への相談、支援を実施します。 こども未来課 

 依頼、受託共に他市町村と連携しながら実施。里帰

りなど他市町村で出産した妊婦と電話で状況確認や相

談を実施し、30件について新生児訪問を他市町村へ依

有り（実施） 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

頼した。また、他市町村からの依頼により 28件の新生

児訪問を行った。 

 

（５）特定不妊治療（男性不妊治療も含む）に対する支援の充実 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

84 

特定不妊治療（男性不妊治療も含む）の助成を継

続し周知します。また、不妊治療が医療保険適用

されたことに伴い、生殖補助医療費（男性不妊治

療、併用先進医療を含む）の助成を開始し、周知

します。（令和 4年度から） 

健康課 

 不妊治療費の助成をホームページや広報で周知し

た。特定不妊治療は上限 30万円の助成を継続。延べ

65人申請。生殖補助医療は上限 9万円の助成を開始。

延べ 19人申請。 

なし 継続 

 

（６）地域子育て支援拠点施設を利用した事業の実施 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

85 
地域子育て支援拠点施設で講座を開催し、妊産婦

同士の交流や施設利用を勧めます。 
保育こども園課 

 子育て支援センターやつどいの広場で各種育児講座

を実施したが、一部新型コロナで中止や規模縮小を余儀

なくされたものもある。 

有り（実施） 継続 

 

（７）医療機関の確保 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

86 

市内で安心して子育てできる医療環境の充実を

図るため、適切な医師確保を求めていきます。 

※当初の内容（市内で出産ができる医療環境の充

実）から変更。 

健康課 
庄内開発協議会に小児科医師の確保に関する要望

書を提出した。 
なし 継続 

 

◆重点施策 3 妊娠、出産、出産後の相談体制の充実 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

87 

ハイリスク妊婦等を把握し、妊娠中からの相談支

援を計画・実施します。必要に応じて医療機関、

関係機関との連携を図ります。 

こども未来課 

健康課 

母子健康手帳交付時の面談や関係機関との連携、医

療機関からの連絡箋でハイリスク妊婦等の状況を把

握。ぎゅっとや担当保健師が相談、訪問で支援を行っ

た。支援率 95．4％。 

なし 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

88 
妊娠後期のベビーギフト配布時に妊婦の健康や

状況確認、相談を実施します。 

こども未来課 

健康課 

 妊娠後期にベビーギフト配布 380件。仕事等で来所

が困難な妊婦には電話で状況を確認し、新生児訪問時

に 114件配布した。 

なし 継続 

89 
乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事

業）を実施し、育児他さまざまな相談に応じます。 

こども未来課 

健康課 

訪問件数 460件、実施率 100％。里帰り等について

は、訪問を他市町村に依頼した。 
なし 継続 

90 
産婦訪問を実施し産後うつの早期発見、医療機関

等、関係機関との連携を図ります。 

こども未来課 

健康課 

新生児訪問時のアンケート結果や医療機関からの産

褥婦（さんじょくふ）連絡票により、相談支援を行い

必要に応じて医療機関や関係機関との連携を図った。 

なし 継続 

91 
授乳や産後の悩み等、「ぎゅっと」での相談を充

実します。 
こども未来課 

 母子健康手帳交付、乳幼児健康診査、家庭訪問時に

ぎゅっとの周知を行い、母乳ミルク相談のほか、ぎゅ

っとへの来所・電話相談を継続して実施した。 

なし 継続 

92 養育支援訪問事業を実施します。 こども未来課 

不適切な養育状態や虐待のリスクを抱える家庭 1件

に対して子ども家庭支援員を派遣し、相談・支援を実

施した。 

なし 継続 

93 
幼児健康診査での育児、身体、家族等の相談を実

施します。 
健康課 

3か月児、1歳 6か月児、3歳児健康診査、9か月児

健康相談で育児、身体、家族等の相談を行った。総計

2,127人。 

なし 継続 

 

◆重点施策 4 子育ての協力体制の充実 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

94 
一時預かり事業、ファミリー・サポート・センタ

ーなどの子育て支援サービスを周知します。 

保育こども園課 

健康課 

 チラシ・ホームページ等で広報した。 

家庭訪問、乳幼児健診、健康相談時に紹介した。 
なし 継続 

95 
父親手帳を交付し、妊娠・出産・子育てに関する

情報提供を行います。 

こども未来課 

健康課 

父親手帳を作成し、母子健康手帳交付や転入手続き

時に配布。妊娠・出産・子育てに関する情報提供をし

た。481人に配布。 

なし 継続 

96 
マタニティ教室への、夫、家族の参加を勧奨しま

す。 

こども未来課 

健康課 

マタニティ教室と未来デザイン講座は、夫婦で参加

しやすいよう土・日曜日も開催。参加者 217人中、夫

家族は 109人。新型コロナのため、定員を削減し実

施。 

有り（実施） 継続 

97 

3か月児健康診査で本に親しむ機会を提供すると

ともに保護者との愛着形成を図るためにブック

スタート事業を実施します。 

健康課 

社会教育課 

年 24回、延べ 474人の新生児とその保護者に対し、

親子のふれあいのきっかけとして、絵本をプレゼント

した。フォローアップとして満 1歳児までを対象にし

た「ミライニベビーハグ」を９月から開催。コロナ禍

有り（実施） 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

により１回中止となったが、対策を講じながら６回開

催し、のべ 58人の親子が参加した。 

98 
9か月児健康相談での親子遊びや本の読み聞かせ

を推進する活動を実施します。 
健康課 

 9か月児健康相談で、絵本の読み聞かせのほか親子

遊びを体験し、家庭での実施を促した。496人受診。 
なし 継続 

99 
1歳 6か月児健康診査で小グループを対象に、心

理相談員による子育ての講話を実施します。 
健康課 

1歳 6か月児健康診査で、心理相談員による小グル

ープ対象の子育て講話を実施した。553人受診。 
なし 継続 

100 
地域子育て支援拠点施設における事業と母子保

健事業との連携を図ります。 

保育こども園課 

健康課 

子育て支援センターでの健康相談、健康教室、育児

講座を行った。 
有り（実施） 継続 

 

◆重点施策 5 男性の育児参加の推進 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

101 
父親の育児理解と育児力向上のための学習機会

を充実させます。 

こども未来課 

健康課 

マタニティ教室と未来デザイン講座は、夫婦で参加

しやすいよう土・日曜日も開催。参加者 217人中、夫

家族は 109人。新型コロナため、定員を削減し実施。

また母子手帳交付時、転入手続き時に父親手帳を配布

し説明した。481人に配布。 

有り（実施） 継続 

102 
地域子育て支援拠点施設において、親子の遊び方

教室など父と子が参加できる事業を充実します。 
保育こども園課 

男性も育児講座等に参加しやすいように、家族で参加

してもらう形式で事業を開催した。 
有り（実施） 継続 

 

施策の方向性 2 親子の健康の増進 

◆重点施策 1 子どもの成長に合わせた支援体制の充実 

（１）健康診査、健康相談等の実施 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

103 

3か月児・1歳 6か月児・3歳児健康診査、9か月

児相談、2歳児歯科健診を実施し、相談支援や関

係機関との連携を図ります。 

健康課 

 関係機関と連携しながら 3か月児・1歳 6か月児・3

歳児健康診査、9か月児相談、2歳児歯科健診を実施。

総計 97回 2,342人受診。 

なし 継続 

104 

1歳 6か月児・2歳児歯科・3歳児健康診査で歯科

健診やブラッシング指導を実施し、歯と口腔の健

康を図ります。 

健康課 

歯科健診、ブラッシング指導、栄養指導を実施し

た。総計 1,373人受診。歯がはえ始める前からの歯科

予防教育を 3か月健康診査から実施した。 

なし 継続 
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（２）予防接種 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

105 

接種率の向上促進に向け、健康診査等での接種状

況の確認、勧奨と個別通知による勧奨を実施しま

す。 

健康課 

乳幼児健康診査時に接種状況確認と勧奨を実施。未

接種者に対し個別通知を送付、医療機関、学校へ協力

をお願いした。 

なし 継続 

106 
予防接種の正しい情報を提供し、各種予防接種

（個別接種）を実施します。 
健康課 

広報、ホームページで情報掲載。また酒田市公式Ｌ

ＩＮＥアカウントからホームページへ繋がるよう設定

した。学校、医療機関との連携を図った。 

なし 継続 

 

（３）健康診査後のフォロー 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

107 
1 歳 6 か月児・3 歳児健康診査要フォロー児教室

での発育相談と育児相談を実施します。 

こども未来課 

健康課 

健康診査要フォロー教室（ひよこ教室）を 10回開

催。参加延人数 73人。新型コロナのため、定員を削

減し実施。ひよこ教室では、発達支援係が発達に関す

る相談に対応した。 

有り（実施） 継続 

 

（４）新生児・乳児・幼児訪問 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

108 
家庭訪問、「ぎゅっと」への来所、地域子育て支援

拠点施設等で相談支援を実施します。 

こども未来課 

健康課 

 家庭訪問 777件、ぎゅっとへの来所相談 1,714件、

地域子育て支援拠点施設等で相談支援 357件。 なし 継続 

 

（５）保育所・認定こども園等訪問 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

109 
保育所、認定こども園訪問で発育・発達相談を実

施し、関係機関と連携します。 

こども未来課 

健康課 

発達支援係では育ちのサポート事業を 116回実施

し、園訪問による相談、個別の保護者面談、園内事例

検討、情報交換を行った。 

健康課では市内保育園・認定こども園等 40園に訪問

し、児の状況確認や相談を行い、ケースに応じて関係

機関と連携した。 

有り（実施） 継続 



子ども・子育て支援事業計画 令和４年度実施状況 

17 

 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

110 
事業所内保育所、認可外保育所に訪問し発育・発

達相談を実施します。 

こども未来課 

健康課 

発達支援係では育ちのサポート事業を 116回実施

し、園訪問による相談、個別の保護者面談、園内事例

検討、情報交換を行った。 

健康課では事業所内保育所、企業主導型保育所に訪

問し、児の状況確認や相談を行った。 

有り（実施） 継続 

 

（６）療育支援 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

111 
フォローの支援体系図を作成して役割分担を明

確にし、支援を充実します。 

こども未来課 

健康課 

児童・発達支援部会及び医療的ケア児連絡会を各 1

回開催し、発達支援ネットワーク体制の定着を図っ

た。 

市全体のフォロー体系図に応じ、関係機関が連携を

とりながら支援を行った。 

有り（実施） 継続 

112 
発達に関する相談会を実施します。（あそびの教

室等） 
こども未来課 個別相談（面談）を実施した。 有り（実施） 継続 

 

◆重点施策 2 安心して子育てができる体制の整備 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

113 
日本海総合病院救命救急センターの救急体制へ

の支援に努めます。 
健康課 

救命救急センター（Ｈ23 年 4 月開設）継続中。救急

ワークステーション（Ｈ23年 4月開設）継続中。 
なし 継続 

114 
一次救急医療及び初期小児救急医療体制の充実

を図るため休日診療所を運営します。 
健康課 

日本海総合病院救急外来において、酒田地区医師会の

協力により平日夜間の 1 次救急診療支援を継続して実

施した。 

なし 継続 

115 
子育て支援拠点施設などでの子どもの事故防止

と応急処置についての学習機会を設定します。 

保育こども園課 

健康課 

交通安全指導員による、乳幼児と外出する際の安全講

座を実施した。 

9か月児健康相談時、事故防止についての説明やパン

フレットの配布を行った。 

なし 継続 

116 
乳幼児健康診査や家庭訪問等で発達段階に応じ

た事故防止について啓発します。 
健康課 

 各健康診査や家庭訪問時、月齢や発達段階に応じた事

故防止について、チラシ等を活用し説明した。 
なし 継続 
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◆重点施策 3 家庭での生活習慣の確立発達 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

117 
乳幼児健康診査や家庭訪問等で生活習慣や生活

リズムについて確認や助言を行います。 
健康課 

乳幼児健康診査、教室、訪問等で児や家族の 1日の

生活リズムを把握したうえで、生活習慣についての助

言指導を行った。 

有り（実施） 継続 

118 
妊娠や出産を契機とした、妊婦や家族の生活習慣

の見直し及び改善への働きかけを行います。 
こども未来課 

母子健康手帳交付時に、パンフレット等を使用しな

がら生活習慣について説明した。 
なし 継続 

119 

地域子育て支援拠点施設、保育所等での、家庭の

望ましい生活習慣確立の啓発と情報提供を行い

ます。 

こども未来課 

保育こども園課 

健康課 

新型コロナのため、食育出前講座は実施できなかっ

た。離乳食教室は 5回 15人に実施。児童センター、

子育て支援センターで離乳食・幼児食相談を 2回開催

し、40人が参加した。 

有り（実施） 継続 

 

施策の方向性 3 食育の推進 

◆重点施策 1 家庭と保健、教育、福祉等との連携による食育の推進 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

120 

朝食を毎日一緒に食べるなどの「家族団らん」を

推進し、食に感謝し食を楽しむ意識の啓発活動を

行います。 

農政課 
食育月間でのＰＲなど、食育の啓発・普及活動を行

った。 
なし 継続 

121 

保育所、認定こども園、学校等での郷土料理を取

り入れた献立づくりや地元食材を使った給食を

実施し、食や郷土への関心を高めます。 

保育こども園課 

企画管理課 

毎月 19日の「食育の日」にあわせ、旬の地元産食材

や郷土料理を中心にした「食育の日献立」を実施し、

その情報を「食育だより」で紹介した。 

「つや姫給食」を 3回、「雪若丸給食」を 4回、酒田

産米を 100％使用した「米粉パン給食」を 2回、市内

全小中学校で実施した。 

食材料全体で地元産食材の使用を進めた。（県産食材

量の利用率：小学校 76.36％、中学校 72.69％、米：

100％酒田産、豚肉・卵：100％庄内産、牛乳：100％県

内産） 

ＪＡ庄内みどりによる食育活動を小学校 3校で実

施、生産者による講話のほか、庄内砂丘メロン、刈屋

梨、庄内柿の無償提供をいただき給食で提供を行い、

地元農産物に対する理解を深める取り組みを行った。 

県水産物の学校給食提供事業により、イカリングフ

ライを全小中学校の給食で提供した。 

なし 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

122 

地域子育て支援拠点施設での食育講座や食に関

する学習機会を拡充するとともに、情報提供を行

います。 

保育こども園課 

健康課 

農政課 

八幡・平田子育て支援センターで食育講座を実施。

児童センターで離乳食、幼児食相談を 2回実施した。 

新型コロナのため、食育出前講座は実施できなかっ

た。離乳食教室は 5回 15人に実施。児童センター、子

育て支援センターで離乳食・幼児食相談を 2回開催

し、40人が参加した。 

「酒田の食育・地産地消を知ろう」をテーマに、酒

田市の在来作物や行事食などに関する出前講座を 4回

実施した。 

有り（実施） 継続 

123 

安心安全な妊娠・出産・産後を迎えられるよう、

栄養や食事に関する改善や情報提供を支援しま

す。 

こども未来課 

健康課 

マタニティ教室等で妊婦や家族に必要な栄養・食生

活についての講話や、正しい情報を提供した。5回、

98人参加。 

有り（実施） 継続 

124 
保育所、認定こども園、学校等での食に関する体

験活動を行います。 

農政課 

学校教育課 

未就学児、小中学生を対象とした農業体験、調理実

習等の食育活動に取り組む農業者に、食育交流活動補

助金を交付した。交付件数 2件、50，000円 

小学校では自分たちで栽培した野菜等を使った調理

実習を行った学校が多い。中学校でも家庭科の調理実習

等を通して食に関する体験活動を行った。 

有り（実施） 継続 

125 
栄養教諭による巡回指導を行い、食に関する学習

の機会の充実を図ります。 
学校教育課 

食に関わる巡回指導の中からテーマを決め、各担当校

での栄養指導等を年 88回実施した。 

栄養教諭が担任と協力しながら計画的に指導を実施

した。また、栄養教諭が配置されていない学校にも巡回

指導（延べ 88 回）を実施し、食に関する指導の充実が

図られた。 

なし 継続 

126 

食生活改善推進員の活動を通じた、食生活を含め

た生活習慣の見直し及び改善への働きかけを行

います。 

健康課 

未来ある子どもたちとその子たちを育む良好な環境

づくりのため、親と子の食育活動を実施。2地区、参

加者 33人。小学校での食育活動を 3校（6回）133

人、中学校での食育活動を 1校（6回）144人に行っ

た。またコミセン事業での小学生対象の食育活動を１

地区（１回）15人に行った。 

なし 継続 
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基本施策 4 子どもの心身の健やかな成長のための環境づくり        

施策の方向性 1 子どもの生きる力の育成に向けた環境の整備 

◆重点施策 1 幼児教育・保育の充実 

（１）教育活動の充実 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

127 
職員の資質向上のための、各種研修の充実と研修

機会を拡充します。 

保育こども園課 

学校教育課 

新型コロナにより研修会は中止となったが、法人立保

育所等の研修派遣が積極的に行なわれるよう助成を行っ

た。 

幼保小指導者研修会を開催し、園と小学校での共通理

解を深めた。 

有り（実施） 継続 

 

（２）子育て支援の充実 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

128 

認定こども園、保育所等の幼児教育機関としての

機能を拡充し、保護者への家庭教育の重要性につ

いての講座と啓発活動を行います。 

保育こども園課 

社会教育課 

親子での体験または保護者向けの講話で構成される

「親子ですくすく出前講座」を 13園で 14回実施し、439

名が参加。遊びを通した幼児教育を実践する「幼児すて

っぷ出前講座」（園児対象）を 17 園で実施し 619 名が参

加した。前年度に比べ、多くの園で実施することができ

た。 

有り（実施） 継続 

 

（３）保育所・認定こども園、小学校、中学校の連携の充実 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

129 幼児と児童の交流の取り組みを促進します。 学校教育課 

小学校で新入生保護者説明会や就学時検診の際に、児

童が学校を案内するなどの交流を行っているが、一部新

型コロナにより制限されている。 

有り（実施） 継続 

130 
保育所、認定こども園から小学校への円滑な接続

を図ります。 

こども未来課 

保育こども園課 

学校教育課 

育ちのサポート事業対象児の入学する小学校への情報

提供を行った。（16小学校、54人） 

保育園等と小学校の指導者による相互職場体験研修を

19 園と 15 校が実施し、子どもの育ちなどについて情報

共有できた。 

指導主事による園訪問や小学校教員との情報交換等を

通して、円滑な接続を図ることができた。 

有り（実施） 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

131 小学校から中学校への円滑な接続を図ります。 
こども未来課

学校教育課 

引き継ぎが必要な生徒について、関係機関が連携した。 

小中一貫教育の視点から、小・中学校の教員の交流を

推進するとともに、新中学 1 年生の情報交換の機会を各

小・中学校で設定し、円滑な接続を図った。 

なし 継続 

 

◆重点施策 2 確かな学力の育成 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

132 
個々の児童生徒に適応した、早期の就学支援を推

進します。 
学校教育課 

指導主事による園訪問を行い、早期の情報収集に努め

た。5 月中旬にはまなし学園児の就学相談を 10 件、7 月

から在学児童生徒の相談会を 63 件、就学相談会を 47 件

実施した。 

なし 継続 

133 
小中学校教員のための研修会を充実させ、指導力

の向上を図ります。 
学校教育課 

学習指導や生徒指導、特別支援教育等の研修会を実施

し、小中学校の教員の指導力の向上を図った。 
なし 継続 

134 
ＩＣＴを活用した教育の充実のため計画的な情

報機器の整備と指導者の育成を行います。 
学校教育課 

一人一台端末の活用に向け、情報機器の整備と情報端

末研修会を実施した。 
なし 継続 

135 

子どもが気軽に楽しみながら科学を体験する学

習機会（科学教室、ものづくり塾など）を充実さ

せます。 

学校教育課 

チャレンジものづくり塾やサイエンス発明教室等を通

して、科学への興味を高めた。中学生向けにものづくり

塾ＤＸを実施し、ハイレベルなものづくり体験を提供す

ることができた。 

なし 継続 

136 
専門的知識や経験を有する企業や民間団体など

の多様な教育資源の活用を図ります。 
学校教育課 

中学生が、職場体験学習において企業や団体での体験

学習を行った。新型コロナのため、体験学習ではなく企

業から講師を招いての講話を実施した学校もあった。 

有り（実施） 継続 

137 
外国語指導助手（ＡＬＴ）の積極的な活用を図り

ます。 
学校教育課 

7人のＡＬＴを小・中学校に派遣し、児童生徒の外国や

外国語に対する興味関心を深める授業を実施した。 
有り（実施） 継続 

138 
発達障がいのある児童生徒への教育支援を充実

させます。 
学校教育課 

特別支援コーディネーター研修会や教育支援員研修

会、特別支援学級及び通級担当者会を実施した。また、

巡回相談員を各校に派遣し、支援が必要な児童や保護者

への教育相談や担任への指導助言を行った。 

なし 継続 

139 
東北公益文科大学などの関係機関との連携を強

化します。 
まちづくり推進課 

東北公益文科大学地域共創センターと連携して、ボラ

ンティアコーディネーション力 3 級検定を実施し、庄内

地域でのボランティアへの理解向上に努めた。 

有り（実施） 継続 
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◆重点施策 3 豊かな心の育成 

（１）体験学習、道徳教育の充実 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

140 
児童生徒の主体的企画運営による多様な活動を

推進します。 
学校教育課 

学校では、児童会や生徒会の活動において、児童生徒に

主体的に企画運営に取り組ませ、達成感や一体感を味わ

うことができるよう指導した。 

また市美術館、土門拳記念館を活用するスクールプロ

グラムを実施し、児童生徒の多様な活動を推進した。 

有り（実施） 継続 

141 
専門家や本物の芸術にふれる機会、発表の機会等

を積極的に創出します。 

文化政策課 

学校教育課 

小中学校音楽教室や小学生観劇教室を実施し、児童生

徒に本物に触れる機会を予定していたが、新型コロナの

ため観劇教室は中止。 

国内を代表するアーティストが地域に滞在し、小学校

のクラスコンサートやワークショップを実施した。 

有り（実施） 継続 

142 道徳教育の充実と「公益の心」の涵養を図ります。 学校教育課 

学校では勤労奉仕的体験活動や社会奉仕活動を多く実

施し、公益の心の涵養を図った。また、道徳授業を通して

思いやりの心を育んだ。 

なし 継続 

143 
生活体験、自然体験、職場体験などの体験学習活

動を支援します。 
学校教育課 

中学校では、職場体験学習において企業や団体での体

験学習を行った。新型コロナのため、体験学習ではなく企

業から講師を招いての講話を実施した学校もあった。小

学校では、飛島や八幡での自然体験学習を実施した。 

有り（実施） 継続 

144 
学校教育と社会教育及び家庭教育の連携を推進

します。 

学校教育課 

社会教育課 

学校ではＰＴＡ研修会等で家庭との連携を密にしなが

ら学校運営に努めた。 

農作業体験や読み聞かせ等、地元の人材を招いての総

合的な授業などで「地域人材交流講座」を積極的に活用し

た。実施回数は 269回、参加人数は 3,743名となった。ま

た、「地域家庭教育講座」では家庭教育に関する講演会を

就学時検診と同時に実施し、より多くの保護者が聴講で

きるように工夫した。実施回数 8回、288名が参加。 

有り（実施） 継続 

145 
ふるさとへの愛着と誇りを醸成し、自分の将来を

切り開き自立して生きていく力を育成します。 
学校教育課 

学校では総合的な学習の時間において地域の特色につ

いて探究的に学習を深め、ふるさとへの愛着や誇りを醸

成した。 

なし 継続 

 

 

 



子ども・子育て支援事業計画 令和４年度実施状況 

23 

 

（２）生徒指導対策の推進 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

146 

生徒の自己指導能力（その時、その場で、どのよ

うな行動が適切か、自分で考えて、決めて、実行

する能力）を高める生徒指導を推進します。 

学校教育課 

学校教育の重点として周知するとともに、生徒指導主

事会や教育相談担当者会等の中でも各校の取組みを共有

しながら積極的な生徒指導を推進した。 

なし 継続 

147 

教育相談室における来室相談、電話相談の活発化

と相談専門員による積極的な学校訪問活動を促

進し、相談窓口を周知します。 

学校教育課 

相談窓口の周知に向けて、小学 1・4年生と中学 1年生

にチラシを配布した。また月に 2 回、教育相談専門員等

による情報交換の会を実施し、共通理解を図った。 

なし 継続 

148 適応指導教室の効果的な運営を図ります。 学校教育課 

教育相談専門員 2 名と事務員 1 名の温かい対応の下、

学習・相談・体験活動・自主活動を通して、集団への適応

能力や自立心を高めた。 

なし 継続 

149 教育相談担当者の研修機会を充実させます。 学校教育課 

教育相談担当者会、教育相談研修会、事例研修会、教育

相談研修講座を実施し、教職員のニーズに合わせた研修

の充実を図った。 

なし 継続 

150 スクールカウンセラーを効果的に活用します。 学校教育課 

スクールカウンセラーを全中学校に配置するととも

に、必要に応じて小学校にも派遣した。緊急時には集中

的にスクールカウンセラーを配置し、効果的に活用した。 

なし 継続 

151 発達障がいに対する支援を充実させます。 

こども未来課 

健康課 

学校教育課 

育ちのサポート事業を中心に、発達面で気になること

がある相談希望の保護者との相談を行った。 

乳幼児健康診査において健診内容の充実とフォロー教

室を行い、子どもや保護者に合った支援を行った。 

学校において、特別支援研修会や相談活動、教育支援

員研修会を行うとともに、巡回相談員やスクールカウン

セラーによる児童生徒や保護者への支援を行った。 

有り（実施） 継続 

152 
酒田市いじめ防止基本方針に基づき、いじめの防

止に努めます。 
学校教育課 

いじめ防止に向け、教職員への研修の充実を図るとと

もに、各校のいじめ防止基本方針に基づき、「未然防止・

早期発見・組織的対応」に努めた。 

なし 継続 

 

（３）豊かな心を育む読書活動の充実 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

 

 

 



子ども・子育て支援事業計画 令和４年度実施状況 

24 

 

（４）国際性を育む教育の推進 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

153 
子どもの国内・国際交流活動の推進に対する継続

的な支援を行います。 
交流観光課 

新型コロナにより「はばたき」や「少年の翼」事業な

ど、すべての交流事業が中止。沖縄県東村や岐阜県海津

市とオンラインでの交流を行った。 

有り（実施） 

休止 

（オンライン

交流は継続） 

154 
高校生がインバウンドのおもてなしを学ぶ研修

を行います。 
交流観光課 

令和 5 年度のクルーズ船寄港に向けて、観光商品に関

するワークショップを 1 回、その観光商品に関するブラ

ッシュアップの研修を 4回行った。 

有り（実施） 継続 

 

（５）情報化に対応した教育の推進 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果しｎ コロナの影響 今後の方向性 

155 

メディアへの過度な依存による弊害について啓

発し、地域、学校、家庭における情報モラル教育

を推進します。 

学校教育課 

社会教育課 

各学校で外部講師を招いての研修会を設定し、児童生

徒や保護者に向けた情報モラル教育を実施した。 

「地域家庭教育講座」ではメディアが体に及ぼす影響

について、保護者向けの講演を実施した。 

有り（実施） 継続 

 

（６）青少年のボランティア活動の推進 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

156 

小学生、中学生、高校生自身によるボランティア

活動の推進と地域などで展開される市民活動へ

の参加を促進します。 

まちづくり推進課

学校教育課 

社会教育課 

ボランティア・公益活動センター主催のボランティア

体験企画（夏ボラ）を実施。中高生から多くの参加があ

り、ボランティア活動の担い手の発掘が図られた。 

小中学生が各自治会主催の行事等に協力するなど、地

域活動に積極的に取り組んだ。 

中高生ボランティアサークルでは、コロナ禍のため対

面での活動が難しかったものの、社会福祉施設の高齢者

へのメッセージ作成、贈呈など、工夫してボランティア

活動を行った。感染者が少ない時期には、地域イベント

への参加や募金活動などに取り組み、自己有用感や協調

性を養うことができた。 

有り（実施） 継続 

157 
地域子育て支援拠点施設でのボランティア活動

の積極的な受け入れを行います。 
保育こども園課 

新型コロナのため、絵本の読み聞かせなど一部のボラ

ンティアスタッフの受け入れを行った。 
有り（実施） 継続 

158 
市民ボランティアによる環境美化活動の推進と

支援を図ります。 

まちづくり推進課 

整備課 

道路など公共空間の清掃に取り組む美化サポーター

制度には 11 団体の新規登録があり、一定の環境美化活

動の推進が図られた。 

有り（実施） 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

市全体を公園のようにきれいで快適なまちにするた

めの啓発活動を行いながら、市民ボランティアによる緑

化・美化活動（美化サポーター）に必要な資機材の支援

を行った。また、市民ボランティアと共に光ケ丘公園の

下草刈り、ゴミ拾い等の環境美化活動を 6、9 月に実施

した。 

 

（７）芸術に親しむ機会の充実 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

159 
青少年を対象にした質の高い鑑賞機会の充実を

図ります。 
文化政策課 

ダンスと音楽による市内全小学校及び特別支援学校へ

のアウトリーチ（956 人）、小学生を対象にしたニッセイ

名作シリーズ NHK みんなのうたミュージカル「リトル・

ゾンビガール」公演（1,302人）を実施した。 

有り（実施） 継続 

160 
幼児期から大学生までを対象に、一流の芸術文化

に触れる体験型事業を実施します。 
文化政策課 

リトミックや絵本の読み聞かせなど 0 歳から文化芸術

に触れる機会となるアートスタート事業「音楽とえほん

のおへや」（保護者含む 22人）、小学校と特別支援学校を

対象としたダンスと音楽のアウトリーチ（再掲/956人）、

プロの演出家による演劇手法を学ぶ高校性向けの演劇ワ

ークショップ（42人）、小学生から大学生を対象にしたピ

アニストによるピアノ公開レッスン（6人）により、一流

の文化芸術を体験する機会を創出した。 

有り（実施） 継続 

161 

コミュニケーション能力を高め、生きる力を育む

ことを目指した事業の充実を目指します。（コン

テンポラリーダンス事業等） 

文化政策課 

ダンスカンパニーセレノグラフィカによる特別支援学

校でのワークショップを実施（35人）。子どもたちにコン

テンポラリーダンスに触れる機会を提供し、ダンスを通

じて想像力、表現力、コミュニケーション力等の向上を図

った。 

有り（実施） 継続 

 

◆重点施策 4 健やかな身体の育成 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

162 
親子が一緒に楽しめる親子スポーツ教室を充実

します。 
スポーツ振興課 

ソフトテニスとバドミントンの 2 種目で親子スポーツ教

室を実施し、親子でスポーツに親しみ、楽しめる機会の創

出に取り組んだ。 

有り（実施） 継続 
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163 
スポーツ少年団や部活動の指導者の育成と資質

向上を図ります。 
スポーツ振興課 

市スポーツ少年団本部主催の指導者研修会に 21 人が参

加。5 種目の専門部会が開催した指導者講習会に計 294 人

が参加し、指導者の育成と資質向上が図られた。 

有り（実施） 継続 

164 
総合型地域スポーツクラブの普及促進を図りま

す。 
スポーツ振興課 

庄内地区広域スポーツセンターと連携を図りながら、各

クラブの活動状況をホームページで紹介しＰＲに努めた。

既存の 9 つのクラブによる「情報交換会」では中学校運動

部活動の地域移行について意見交換を行った。 

有り（実施） 継続 

 

◆重点施策 5 安全・安心な学校環境の充実 

（１）学校規模の適正化 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

165 
教育環境と学校活力を維持するため、学校規模の

適正化を図ります。 

企画管理課 

学校教育課 

小・中学校の適正規模・適正配置について審議する学区

改編審議会を 1 回開催した。小学校 1校の編入統合を行っ

た。（令和 4年 4月 1日統合） 

有り（実施） 継続 

 

（２）学校教育施設の充実 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

166 
老朽化している校舎及び体育館などの整備を計

画的に行います。 
企画管理課 

中学校 1 校のトイレ改修完了、エアコンの計画的な更

新のため設計を行った。 
なし 継続 

167 
学校施設の耐震化など災害に対する安全対策に

取り組みます。 
企画管理課 

給食施設（昭和 47年建設）の代替として、新たに小学

校 1校に給食施設を増築するための設計を行った。また、

屋内運動場（平成 8年建設）改修工事の設計を行った。 

なし 継続 

 

（３）地域と一体となった安全体制の拡充 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

168 
危機管理の徹底と家庭や地域の声を反映した学

校運営を推進します。 

危機管理課 

学校教育課 

小学生を対象に「災害にそなえる」と題した授業を開

催し、平時と災害発生時における市危機管理課の業務内

容や、ハザードマップの確認方法などの座学に加えて、

ダンボールベッドや避難所テントの組み立て体験を実施

し、災害に対する学習機会の場を設けた。 

各校で学校防災マニュアルを整備し、地域や家庭と情

報を共有しながら、児童生徒の安全管理に努めた。 

なし 継続 



子ども・子育て支援事業計画 令和４年度実施状況 

27 

 

 

施策の方向性 2 家庭や地域の教育力の向上 

◆重点施策 1 家庭教育への支援の充実 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

169 

乳幼児健診や地域子育て支援拠点施設の事業な

ど、多くの親が集まる機会を利用した、家庭教育

に関する学習機会を充実します。 

健康課 

社会教育課 

3か月児健康診査でブックスタート事業を実施。また、

9 か月児健康相談で、絵本の読み聞かせのほか親子遊び

を体験し、家庭での実施を促した。 

有り（実施） 継続 

170 

「親育ち」を目的に、小・中学生を持つ保護者向

けに学びの機会を提供することで家庭教育を支

援します。 

社会教育課 

保護者向けに講演会やグループワークを行い家庭教育

への知識を深めることを目的とした「地域家庭教育講座」

を、8校で 8回実施し 288名が参加した。 

有り（実施） 継続 

171 
子育てに関する活動を行うＮＰＯ法人、ボランテ

ィア団体への支援と協力を行います。 

こども未来課 

まちづくり推進課 

子育て支援に取り組む公益活動団体の講演会につい

て、市広報へ記事を掲載するなど周知に協力した。 
なし 継続 

172 
乳児期から本に親しむ機会を提供するとともに、

保護者との愛着形成を図ります。 

健康課 

社会教育課 

3か月児健康診査でブックスタート事業を実施、9か月

児相談で絵本の読み聞かせを実施。 

また、ブックスタートフォローアップとして満 1 歳児

までを対象とした読みきかせ教室を９月から、お話会（月

2 回）を基本的に毎月開催し、親子で本に親しむ機会を

提供。本を通して親子のコミュニケーションが広がるよ

う支援した。 

有り（実施） 継続 

173 

小（6年生）・中学生に、生命の大切さや自己肯定

感、家族の愛情を実感してもらうため、乳児の母

子とふれあう機会を設けるなど、切れ目のない家

庭教育支援を推進します。 

社会教育課 取り組みなし なし 終了 

 

◆重点施策 2 地域の教育力の向上 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

174 
地域での教育力向上に関わる各種講座、地域の人

材を活かした事業などの充実を図ります。 
社会教育課 

地域人材交流講座では、小中学校において、地域で専門

的な知識や技能を有する人材を活かした学習を展開し、学

習活動における児童生徒の学習意欲や実践意欲の高揚を

図った。実施回数 269回、延べ参加人数 3,743人。旧公民

館地区の 25 コミュニティ振興会が総合交付金の地域の教

有り（実施） 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

育力向上事業加算を活用し、昔遊び・伝統芸能の継承・世

代間交流の児童と地区住民の交流を行った。 

175 
地域子育て支援拠点施設、保育所などの専門的機

能を地域活動へ活用します。 
保育こども園課 

未就園児童への離乳食、食事体験、遊び体験を通じて、

保育士の子育ての様子を見てもらう園開放を予定してい

たが、新型コロナのため中止した。 

有り（中止） 継続 

176 
地域の遊び環境づくりの人材養成、ボランティア

グループの育成を支援します。 

まちづくり推進課 

社会教育課 

放課後子ども教室等を実施する地域のボランティア団

体に補助金交付による支援をおこなった。 

旧公民館地区の 25 コミュニティ振興会が総合交付金の

地域の教育力向上事業加算を活用し、児童と地区住民の交

流（昔遊び・伝統芸能の継承・世代間交流）を行っている

事業に、社会教育指導員が参加し指導できる関係構築に努

めた。また、コミュニティ振興会の方々を対象に外部講師

による講話と演習による「スキルアップ講座」を開催し、

人材の養成を図った。参加人数 12人。 

有り（実施） 継続 

177 
緑の少年団、海洋少年団などの育成を支援しま

す。 

農林水産課 

社会教育課 

酒田緑の少年団には 30 人が入団し、年間を通して 7 回

の活動を行った。 

海洋少年団に補助金を支弁した。手旗やロープワークな

どの通常訓練のほか、水泳訓練やカヌー訓練を行い、子ど

もたちの健全育成を図られた。団員 24人。 

有り（実施） 継続 

 

◆重点施策 3 健全育成指導者の養成 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

178 
子どもたちの健全な育成を目指す子ども会育成

会活動を支援します。 
社会教育課 

関連団体に補助金を支弁し、育成会活動の推進を支援

した。新型コロナにより、事業の自粛が相次いだ。 
有り（実施） 継続 

179 
子ども会児童リーダー育成のため、危機予知トレ

ーニング等を行います。 
社会教育課 

子ども会児童リーダー、育成会指導者に危険予知トレ

ーニング講習を実施する予定だったが、新型コロナによ

り中止。 

有り（中止） 継続 
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施策の方向性 3 子どもを取り巻く有害環境対策の推進 

◆重点施策 1 関係機関、団体や地域との連携による有害環境対策の推進 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

180 
関係機関、団体や地域との有害環境を除去する活

動の連携を強化します。 

学校教育課 

社会教育課 

青少年指導センターが青少年を取り巻く環境の点検を

行うとともに、関連団体に補助金を支弁し有害環境を除

去する活動の連携を強化した。 

酒田市青少年を伸ばそう市民会議が、一部コンビニの

成人雑誌等の設置を確認したり、イオン酒田南店内の遊

技場等の状況を確認するなどの取り組みを実施した。 

有り（実施） 継続 

181 

子どもが利用する携帯電話におけるフィルタリ

ング・ソフト又はサービスの普及促進を図りま

す。 

学校教育課 

各校で外部講師を招いての研修会等で、保護者向けに

フィルタリングの必要性を伝える機会を設定し、普及促

進を図った。 

なし 継続 

182 

青少年指導センターにおける、青少年の育成と問

題行動や非行未然防止の指導、相談業務を充実し

ます。 

学校教育課 

青少年指導センターで積極的に街頭指導を行い、問題

行動や非行の未然防止に努めた。また、相談を受けた際

は学校と連携して対応にあたった。 

なし 継続 

183 
有害な自動販売機や広告物、図書の撤去等、青少

年を取り巻く環境の浄化活動を行います。 

学校教育課 

社会教育課 

青少年指導センター職員が定期的に巡回し、有害な自

動販売機の設置状況を把握し、環境の浄化活動を行った。 

関連団体に補助金を支弁し、環境浄化運動を推進補助

した。酒田市青少年を伸ばそう市民会議が、一部コンビ

ニの成人雑誌等の設置を確認した。 

有り（実施） 継続 

184 
青少年の健全育成と非行防止を呼びかける研修

事業や街頭宣伝活動、広告活動を実施します。 

学校教育課 

社会教育課 

青少年指導センター職員が、学校からの要請を受けて

研修会を実施した。また、関連団体に補助金を支弁し、

ネットトラブル防止に向けた啓発リーフレットを作成し

配布した。 

酒田市青少年を伸ばそう市民会議が、浜田小学校にお

いて、児童の下校時に街頭啓発活動を行った。（啓発物品

は事前に学校から配布） 

有り（実施） 継続 

185 
喫煙や飲酒、薬物乱用等の防止に向けた教育や周

知を実施します。 

学校教育課 

社会教育課 

各校で警察署と連携し、薬物乱用防止教室を実施した。

また、保健体育等で喫煙や飲酒による健康被害について

指導し、非行防止に努めた。 

酒田市青少年を伸ばそう市民会議が、浜田小学校にお

いて、児童の下校時に街頭啓発活動を行った。（啓発物品

は事前に学校から配布） 

有り（実施） 継続 
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基本施策 5 子どもや子育てにやさしく安全な環境づくり          

施策の方向性 1 良好な居住環境の確保 

◆重点施策 1 子育て世帯に配慮した居住環境の整備 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

186 
住宅のバリアフリー化等に伴う、住宅改築、改修

に対する住宅助成を行います。 
建築課 

バリアフリー化などの住宅リフォーム工事を行う方を

対象に、24万円を限度に補助金を交付した。その際、18

歳以下の子がいる子育て世帯の割増（上限 30万円）を実

施。交付 40件。 

なし 継続 

187 
ひとり親世帯や多子世帯への市営住宅入居に配

慮します。 
建築課 

抽選機会を優遇することで、低所得者層であるひとり

親世帯や多子世帯のニーズに応えるようにしている（優

先抽選対象：2世帯）。 

なし 継続 

 

施策の方向性 2 安全で安心な生活環境の整備 

◆重点施策 1 安全な道路環境の整備 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

188 
冬季でも安全に通行できるよう自主除雪機械購入

に対して支援します。 
土木課 

除雪指定路線以外の生活道路及び通学路の除排雪業

務の支援として、2団体に補助金を交付した。 
なし 継続 

189 

道路改良事業や側溝整備事業などの大規模改修に

おいて、ベビーカーでの移動の利便性、安全性の

向上に向けた歩行空間等のバリアフリー化を推進

します。 

土木課 

整備課 

道路改良事業において、道路移動円滑化基準に基づき

車道から歩道への乗入れ段差の緩和を図った。 
なし 継続 

 

◆重点施策 2 子育て世帯にやさしい施設環境の整備 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

190 
授乳コーナー、多目的トイレ等の公共施設への整

備促進を図ります。 
こども未来課 

交流拠点施設ミライニ内に 5 月 5 日開館した市立図書

館に、ベビールール、子どもトイレ及び多目的トイレが

設置された。 

なし 継続 

191 
公園遊具の定期点検の実施と、計画的な改修と設

置を実施します。 
整備課 

208 箇所の公園等で遊具等施設定期点検を実施し、問

題施設の撤去、修繕を行い良好な公園環境の維持に取り

組んだ。 

なし 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

192 

公園施設長寿命化等整備事業など公園の大規模

改修において、バリアフリー化やユニバーサルデ

ザイン化を図ります。 

整備課 

施設改修工事に合わせ、北部公園トイレのバリアフリ

ー化、ユニバーサルデザイン化を図っている。（令和 5年

度に繰越） 

なし 継続 

193 

市民の手作りで行う公園整備に支援し、特色や要

望を取り入れ、地域に密着した公園づくりを進め

ます。 

整備課 

地域住民等が自ら計画から実施まで参画する公園施設

整備に対し、6件（門田農村公園、光ケ丘一丁目公園、こ

がね北公園、砂越緑風公園、新青渡農村公園、九木原公

園）を支援した。 

なし 継続 

 

施策の方向性 3 交通安全教育の推進 

◆重点施策 1 成長段階に応じた交通安全教育の推進 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

194 
園、家庭、地域が連携し、交通安全専門指導員に

よる交通安全教室を計画的に実施します。 
まちづくり推進課 

講師派遣依頼のあった保育園、幼稚園、子育て支援セ

ンター等に出向き、計 107 回延べ 4,388人の幼児に対し

て、かもしかクラブ又は幼児交通安全教室を開催し、交

通安全指導を行った。 

有り（実施） 継続 

195 
「学区内危険マップ」を作成・配布し、児童生徒

の安全に対する意識啓発を促進します。 
学校教育課 

年度始めにＰＴＡと学校が協力して「学区内危険マッ

プ」の見直しを行い、児童生徒の安全に対する意識啓発

を推進した。 

なし 継続 

196 

市の交通指導員や交通安全専門指導員、地域の交

番、家庭との連携による地域と一体となった指導

体制を確立します。 

まちづくり推進課

学校教育課 

登校時に交通指導員（34人配置）による立哨指導を行

うとともに、交通安全教室において、交通安全専門指導

員、交通指導員、警察、地域住民の協力を得て交通安全

指導を行った。 

有り（実施） 継続 

197 
自転車乗用時はヘルメットの正しい着用の徹底

を推進します。 

まちづくり推進課

学校教育課 

交通安全教室や啓発活動による周知徹底、新入学時に

合わせた自転車の安全利用リーフレット配布など、ヘル

メット着用の重要性、自転車の安全利用の推進を図った。 

小学校では安全な自転車乗車についての安全教室を実

施し、ヘルメットの正しい着用について指導した。 

なし 継続 

 

◆重点施策 2 家庭への交通安全教育の推進 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

198 
交通安全に関する制度や事故発生状況などの情

報の提供を行います。 
まちづくり推進課 

市広報や市ホームページ、酒田 FMラジオ放送等での呼

びかけ、交通安全教室や啓発活動でのチラシ配布などに
なし 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

より、周知を図った。 

199 
街頭啓発活動等により、地域の交通安全意識の高

揚に努めます。 
まちづくり推進課 

関係機関・団体等と連携して、県民運動期間及び交通

安全の日に街頭指導を計画的に実施し、地域の交通安全

意識の高揚を図った。 

なし 継続 

200 チャイルドシートの貸出しを実施します。 まちづくり推進課 

チャイルドシートの正しい着用を徹底するために、チ

ャイルドシートの貸し出しを実施した。年間貸出台数 92

台。 

有り（実施） 継続 

 

施策の方向性 4 子どもを犯罪や災害の被害から守るための活動と被害にあった子どもの保護の推進 

◆重点施策 1 子どもの犯罪被害防止活動と防犯、防災教育の推進 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

201 

子どもを犯罪などの被害から守るため、防犯関係

団体との連携強化を図り、地域防犯活動の周知と

支援を行います。 

まちづくり推進課 
青色防犯パトロール等の活動を実施する自主防犯団

体に対し、防犯用品の補助等の支援を行った。 
なし 継続 

202 
学校付近や通学路における地域見守り隊などに

よるパトロール活動の推進と充実を図ります。 
学校教育課 

5名のスクールガードリーダーが、青色回転灯装備車

両によるパトロール活動を実施するとともに、地域の見

守り隊と連携して安全な登下校を支援した。 

なし 継続 

203 安全安心メール発信サービスを実施します。 学校教育課 
クマの出没情報や不審者情報、気象災害による注意喚

起等のメール配信を実施した。 
なし 継続 

204 
消防フェスティバルなどによる防火意識の向上

を図ります。 

広域行政組合 

消防本部予防課 

自由参加型から応募型のイベントに変更し、コロナ禍

の密を避け感染対策を行いながら実施した。幼少年 121

名及びその保護者 131名が参加し、各ブース（放水、煙、

救助等）の体験を通して火災予防啓発に繋げることがで

きた。 

有り（実施） 継続 

205 
地域子育て支援拠点施設などにおける、親子での

防火防災意識向上の学習会を実施します。 

保育こども園課 

広域行政組合 

消防本部予防課 

児童センターで毎月一回避難訓練を実施し、訓練の最

後に利用者向けに安全に避難するためのポイントを説

明し学習してもらっている。 

消防訓練等の機会に啓発を行うことで、防火意識の向

上が図られた。また、コロナによる児童センター等の閉

館時期は、利用者がいることを想定した職員のみの消防

訓練を行った。 

有り（実施） 継続 
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◆重点施策 2 被害にあった子どもの保護や支援の充実 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

206 

被害児童や保護者に対するフォローにおいて、教

育相談室、警察、児童相談所、学校などの関係機

関との連携を強化します。 

学校教育課 
学校からの要請を受け、スクールカウンセラー、教育

相談員、指導主事、関係機関等が連携して対応した。 
なし 継続 

 

  



子ども・子育て支援事業計画 令和４年度実施状況 

34 

 

基本施策 6 男女が子育てしやすい就労環境づくり              

施策の方向性 1 仕事と子育ての両立に向けた多様な働き方の実現及び働き方の見直し 

◆重点施策 1 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

207 
市民向けの仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・

バランス）に関する学習機会を充実します。 
地域共生課 

ウィズ講座「大人のための今どきの家庭科」（1回・

55人参加）、出前講座（7回・158人参加）、家事育児シ

ェアのミニ講座（5回・109人）で家庭における男女共

同参画の意識啓発を行い、ワーク・ライフ・バランスに

関する学習機会を提供した。 

有り（実施） 継続 

208 
女性の再就労などに向けた支援講座を開催しま

す。 

酒田市産業振

興まちづくり

センター 

酒田市産業振興まちづくりセンターでは、自分のスキ

ルを活かし、デジタルツールを活用してテレワークやフ

リーランス、副業など新しい働き方にチャレンジしたい

女性のためのセミナーを開催した。 

有り（実施） 継続 

 

◆重点施策 2 企業等の子育てしやすい職場環境づくりへの支援 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

209 
事業所への最新の関係法制度や助成制度の周知

を行います。 
商工港湾課 

国、県、市の助成制度について、メールマガジン、セ

ミナー等で周知した。 
なし 継続 

210 
事業所へのファミリー・サポート・センターの周

知と利用促進を図ります。 
保育こども園課 

 制度の周知や会員募集のお便りを市内の保育園、認定

子ども園、学童保育所に配布した。 
なし 継続 

211 

仕事と生活の調和や次世代育成支援対策に取り

組む事業所や民間団体の好事例の情報収集と提

供を行います。 

商工港湾課 

地域共生課 

企業訪問等を行い、好事例の情報を収集し、広く周知

した。 

働く女性や働きたい女性に向けた自分らしくを応援す

るポータルサイト等で、女性活躍に取り組む企業の紹介

や働く女性のロールモデルの発信を行った。 

有り（実施） 継続 

212 
企業主導型保育事業を計画している事業者に対

して、必要な情報提供を行います。 
保育こども園課 

事業開始の相談があった場合に、必要な情報を提供し

ている。 
なし 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

213 

働き方改革等に関する企業向けのセミナーを行

い、子育てしやすい職場環境づくりを支援しま

す。 

商工港湾課 取り組みなし なし 終了 

 

施策の方向性 2 男女共同による子育ての促進 

◆重点施策 1 男女共同参画を推進する学習と意識啓発 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

214 
男女共同参画推進センター「ウィズ」を中心とす

る学習機会を充実します。 
地域共生課 

男女共同参画をテーマにしたウィズ講座や出前講座、

委託講座の開催（17回・1,146人）、家事育児シェアの

ミニ講座（5回・109人）、ウィズ図書の貸出等により、

広く学習の機会を提供した。 

有り（実施） 継続 

215 
男女が共同して子育てを行うことの意義や喜び

を感じ取れるような意識啓発を行います。 
地域共生課 

マタニティ教室の場等で家事育児シェアをテーマにし

たミニ講座を開催し（5回・109人）、夫婦や家族が協力

して家事育児を行う意義や必要性について意識啓発を行

った。 

有り（実施） 継続 
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基本施策 7 特別な支援を必要とする子どもをきめ細やかに支える環境づくり     

施策の方向性 1 児童虐待防止対策の充実 

◆重点施策 1 関係機関の連携による児童虐待防止対策の充実 

（１）関係機関との連携による児童虐待に対する支援体制の強化 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

216 

適切な対応をするために、関係機関との個別ケー

ス検討会議を開催するほか、児童相談所や学校、

保育所等とのネットワーク会議を開催し連携を

強化します。 

こども未来課 
関係機関との個別ケース検討会議を開催したほか、

児童相談所とのネットワーク会議を開催した。 
なし 継続 

217 

要保護児童対策地域協議会を設置し、代表者会議

や実務者会議を開催して関係機関との連携・支援

体制を充実させます。 

こども未来課 
要保護児童対策地域協議会を設置し、代表者会議（年

2回）や実務者会議（年 6回）を開催した。 
なし 継続 

218 里親制度の広報啓発活動を行います。 こども未来課 

「児童虐待防止推進月間（11月）」に合わせて、市役

所・各総合支所等に普及・啓発ポスターの掲示とチラシ

の配置を行った。 

なし 継続 

219 

妊娠・出産・育児期に支援を必要とするハイリス

ク妊婦の情報や支援を共有するため関係機関と

連携し、定期的に情報交換会を実施します。 

こども未来課

健康課 

毎月 2 回の割合で定期的に妊産婦情報交換会を実施

し、適切な支援に繋げた。 
なし 継続 

 

（２）児童虐待の発生予防、早期発見・早期対応の強化 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

220 

乳幼児健診や保健指導などの母子保健活動、乳児

家庭全戸訪問事業、地域の医療機関、医療関係団

体、地域子育て支援拠点施設、保育所、認定こど

も園などとの連携による、妊娠・出産・育児期に

養育支援を必要とする家庭の早期把握を行いま

す。 

こども未来課

健康課 

関係機関が連携し、妊産婦と乳幼児の情報を共有し

ながら、母子保健活動や乳児家庭全戸訪問事業を実施

した。 

有り（実施） 継続 

221 
養育支援を必要とする家庭への、養育支援訪問事

業などの適切な支援を行います。 
こども未来課 

不適切な養育状態や虐待のリスクを抱える家庭に子

ども家庭支援員を派遣し、相談・支援を実施した。実績

1件。 

なし 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

222 

保護者が気軽に相談できる窓口の周知と市民や

関係機関に対し、虐待に関する理解と通報先の周

知に努めます。 

こども未来課 
「児童虐待防止推進月間（11月）」に合わせて、市広

報で虐待に関する理解と通報先を周知した。 
なし 継続 

 

（３）子どもの権利を擁護する活動の推進 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

223 
児童虐待防止推進の強調月間（毎年 11 月）での

啓発活動を推進します。 
こども未来課 

「児童虐待防止推進月間（11月）」に合わせて、市広

報での周知、日和山公園六角灯台ライトアップ、児童虐

待防止講演会の開催により、児童虐待防止の啓発活動

を実施した。 

なし 継続 

224 

「児童の権利に関する条約」の意義や内容につい

ての広報活動を行い、関係機関との連携による子

どもの人権に関する啓発活動を推進します。 

こども未来課 取り組みなし なし 

継続 

※次期計画で

の取扱検討 

225 
小学校等での虐待防止プログラム等の研修会を

開催します。 
こども未来課  新型コロナにより、研修会の実施は見合わせた。 有り（中止） 継続 

 

施策の方向性 2 障がい児等へ支援の充実 

◆重点施策 1 早期発見・早期療育支援体制の充実 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

226 

妊婦及び乳幼児の健康診査、家庭訪問、相談、地

域子育て支援拠点施設等での支援を充実し、関係

機関との連携に努めます。 

こども未来課 

保育こども園課 

健康課 

妊婦及び乳幼児に対する健康診査、教室、相談、訪問

活動において地域子育て支援施設等と連携し、発達に

課題のある乳幼児の早期支援を行った。 

有り（実施） 継続 

227 

県立こども医療療育センター、県立酒田特別支援

学校など専門療育機関との円滑な連携による、療

育支援の情報提供を行います。 

こども未来課 

健康課 

育ちのサポート事業等で受けた相談対象児に対し

て、必要な医療や療育、教育的支援を受けるために、必

要に応じて情報提供を実施し、つなぎの支援を行った。

はまなし学園においては、県立こども医療療育センタ

ー理学療法士の指導会を 5 回開催し情報交換を行った

ほか、ひよこ教室個別相談員に県立酒田特別支援学校

教諭を依頼。また、療育が必要な児に対し、同行受診や

情報提供を行うなどの支援を行った。 

有り（実施） 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

228 

保育所、認定こども園、地域子育て支援拠点施設

などの職員の知識習得のための研修会や学習会

を充実します。 

保育こども園課 

関係機関が実施する研修事業を周知するとともに、

職員の知識及び資質向上のための外部研修会や学習会

に参加した。 

有り（実施） 継続 

 

◆重点施策 2 発達障がいに関する支援と連携強化 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

229 

相談窓口機能の周知と、保健、医療、福祉、教育

等の関係機関の共通理解による連携を強化しま

す。 

こども未来課 

保育こども園課 

学校教育課 

関係各課が連携し広報、ホームページ、子育てハンド

ブックなどにより相談窓口の周知を行い、来所や電話

の相談に対応した。 

なし 継続 

230 
臨床心理士等による保育所、認定こども園訪問を

充実します（育ちのサポート事業等） 
こども未来課 

育ちのサポート事業を中心に、保健師が保育園等に

訪問を実施し、発達に特性のある子の早期発達支援を

行った。 

なし 継続 

231 
関係者の資質向上のための研修会や学習会を充

実します。 

こども未来課 

健康課 

育ちのサポート研究会（参加者数 42人）を計画し、

関係機関職員の資質向上を図った。 

適切な母子の支援を行うことを目的に、母子保健従

事者研修会を年 1回実施した。 

なし 継続 

232 
市民への発達障がいについての適切な情報提供

と知識の啓発を行います。 
こども未来課 

市ホームページでの情報提供とともに、毎年 4 月の

発達障害啓発週間に合わせて、庁内での啓発パンフレ

ットの配布と職員のブルーリボンの着用を行った。 

なし 継続 

233 
幼児期から小・中学校への継続した支援体制を整

備します。 

こども未来課 

保育こども園課 

健康課 

学校教育課 

育ちのサポート事業対象児が入学する小学校への情

報提供を行った。（16小学校 54人） 

幼保小連携事業として、相互職場体験研修の依頼を

行った。そのため保育園や認定こども園から小学校へ

の情報共有へ繋がった。 

乳幼児健康診査、家庭訪問、保育園・認定こども園訪

問、健康相談、健康教育等を実施し関係課で情報を共有

した。 

有り（実施） 継続 
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◆重点施策 3 障がい児支援の充実 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

234 

児童発達支援センターとしての児童発達支援や

保育所等訪問支援、居宅訪問型児童発達支援及び

障がい児相談支援を行います。 

こども未来課 

児童発達支援として障がい児の日中活動の場を確保

し、サービス事業所において障がい児の見守りや生活

支援、ネットワークの構築などを行った。児童発達支援

で 5,792 回、保育所等訪問支援で 125 回、障がい児相

談支援で延べ 177 回の利用があった。また、はまなし

学園で単独通園のほか、「まつのみ教室」（小集団、親子

通園による療育支援）を児童発達支援事業として 121回

実施した。 

有り（実施） 継続 

235 

はまなし学園と県立こども医療療育センターな

どの関係機関との連携による地域療育支援ネッ

トワークを充実します。 

こども未来課 

庄内保健所主催の療育連絡会等でネットワークを強

化した。また、個別ケース検討や研修を行い、連携の強

化を図った。また、はまなし学園において、県立こども

医療療育センターの理学療法士による指導会を 5 回開

催し、運動療法や物理療法等も交えた療育支援につい

ての理解を深めた。 

なし 継続 

236 

相談支援の充実に努め、放課後等デイサービス、

短期入所などの障がい福祉サービスの受け入れ

体制の拡充に努めます。 

こども未来課 
放課後等デイサービスで 146人の利用実人数、22,055

回の延べ利用回数があった。 
なし 継続 

237 
障がいの状況に応じた適切な補装具、日常生活用

具の給付支援を充実します。 
福祉企画課 

排泄管理支援用具 34件、電気式たん吸引機 1件、居

宅生活動作補助用具 2 件、耳掛け型補聴器 3 件の購入

費の一部を助成し、日常生活上の便宜を図った。 

なし 継続 

238 
特別児童扶養手当、障がい児福祉手当などの適切

な給付を行います。 

福祉企画課 

こども未来課 

特別児童扶養手当 216人、障害児福祉手当 71人、特

別障害者手当 130人、福祉手当（経過措置）1人に対し

て各給付を行った。 

なし 継続 

239 
障がい児を対象とした水泳教室などのスポーツ

教室を充実します。 
スポーツ振興課 

光ケ丘プールでは、障がいのある幼児(年中以上）か

ら小学 6年生までの親子を対象とした「キッズパラ ク

ラス」の講座を行っており、令和 4 年度は６組（延べ

134名）の参加があった。 

有り（実施） 継続 

240 
保育所、認定こども園などでの障がい児の受入の

推進と受入のための環境整備を充実します。 
保育こども園課 

障がい児を受け入れている公立保育園（5園）に対し、

保育士を加配した。障がい児を受け入れている 28園に

対し、支援を行った。 

なし 継続 

241 

障害のある人もない人も、お互いに尊厳を認め合い

共に生きる「心のバリアフリー」を学ぶ機会を提供

します。 

交流観光課 

福祉企画課 

ＮＺから学ぶ共生社会講座「公益大生に聴く！ニュ

ージーランドから学ぶ共生社会」を開催した。 

令和 5 年 2 月酒田市スポーツ推進委員会研究協議会

におけるボッチャ研修会及び講演会の開催を支援。ま

なし 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

た、「共生社会に向けて」をテーマに 1回、「手話を学ぼ

う」をテーマに 2回、計 3回の出前講座を実施した。 

 

◆重点施策 4 特別支援教育の充実 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

242 特別支援学級と通常学級の交流を推進します。 学校教育課 
各学校で、個々の実態や学習内容に合わせて交流授

業を実施した。 
なし 継続 

243 
特別支援教育に対する理解を深める取り組みを

推進します。 
学校教育課 

特別支援コーディネーター研修会や特別支援学級及

び通級担当会を 3 回実施した。また、巡回相談員との

打ち合わせ会を年間 13回実施し、各小学校での課題に

ついて話し合い、共通理解を図った。巡回相談員を各校

に派遣し、指導助言を行った。延べ 369回。 

なし 継続 

244 
県立酒田特別支援学校と連携した支援体制の充

実を図ります。 
学校教育課 

就学支援に関して、児童生徒についての教育相談を 9

件依頼した。特別支援学校教諭が研修会の助言者とな

り、特別支援学校の実践や課題解決の在り方について

指導をいただいた。また、学校からも直接、特別支援学

校への巡回相談を依頼した。 

なし 継続 

 

施策の方向性 3 子どもの貧困対策の推進 

◆重点施策 1 教育の支援 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

245 

児童生徒の家庭環境等を踏まえ、必要に応じて生

活支援や福祉制度につなぐことができるよう関

係機関の連携を強化します。 

こども未来課

福祉企画課 

学校教育課 

スクールソーシャルワーカーのコーディネートによ

り、必要に応じて関係機関と連携して生活支援や福祉

制度につないだ。 

なし 継続 

246 

経済的理由によって就学困難と認められる児童

または生徒の保護者に対し、必要な援助を行う制

度を周知します。 

学校教育課 

要保護・準要保護児童生徒への就学援助制度につい

て、入学説明会や就学相談等で説明を行うとともにホ

ームページに掲載し周知を図った。震災避難児童生徒、

特別支援学級の児童生徒への就学援助事業について

は、対象者に通知を送付し制度の周知を図った。 

なし 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

247 
子どもの教育機会の均等を図るため、地域の多様

な主体による学習支援の実施を推進します。 
こども未来課 

 山形県子どもの居場所づくりネットワーク応援団体

として、関係団体へ情報提供等を行った。子ども食堂に

おいて、学習支援に取り組んだ事例があった。 

なし 継続 

 

◆重点施策 2 生活の支援 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

248 
ひとり親家庭子育て生活支援事業の周知を図り、

登録受付をします。 
こども未来課 

山形県が県母子連へ委託して実施しているひとり親

家庭子育て生活支援事業（ヘルパー派遣）について、チ

ラシを利用して制度の説明を行った上で、利用者登録の

受付を実施した。登録利用者数 36人。 

なし 継続 

249 
保育所や学童保育所などの優先入所、ファミリー・

サポート・センターの利用などに配慮します。 
保育こども園課 

各施設にて受入体制を強化したうえで、優先的に取り

扱いするよう配慮した。ファミリー・サポート・センタ

ー制度の周知や会員募集のお便りを市内の保育園、認定

子ども園、学童保育所に配布して、適切な利用に結びつ

くよう努めた。 

なし 継続 

250 
相談窓口機能の周知とスムーズな対応や連携を強

化します。 
こども未来課 

児童発達支援・放課後等デイサービス事業所、相談支

援事業所、特別支援学校及び医療機関等との連携によ

り、相談者にとってスムーズな対応を行った。また、市

役所などで生理用品の無償配布を実施することで、相談

窓口の周知が図られた。 

なし 継続 

 

◆重点施策 3 保護者の就労支援 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

251 
就労支援員による生活困窮や生活保護の子育て

家庭の保護者への就労支援を行います。 
福祉企画課 

就労支援員 1 名を配置し、生活保護受給者に対する

就労支援活動を行い、13 名が就労による収入増加につ

ながった。うち 3名が生活保護から自立した。 

なし 継続 

252 
就労支援を効果的・効率的に行うため、福祉部門

と雇用部門の各機関の連携を強化します。 

福祉企画課 

こども未来課 

ハローワークと就労自立促進に関する協定を結び、

効果的・効率的な就労支援について協議し、就労自立促

進事業に参加した 11名のうち 5名が就労した。 

児童扶養手当現況届期間に、ハローワーク酒田及び

県母子連による出張相談会が実施された。 

なし 継続 

253 
就労につながる資格取得のため、ひとり親家自立

支援給付金事業等を行います。 
こども未来課 

ひとり親家庭自立支援給付金事業の制度を広報等で

周知した。ひとり親家庭高等職業訓練促進給付金事業
なし 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

の対象者 1名に給付金を支給。 

 

◆重点施策 4 経済的支援 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

254 
生活保護世帯の子どもの高等学校等の進学に際

し、入学料、入学考査料等を支給します。 
福祉企画課 

令和 4 年度は生活保護世帯の子どもで高等学校等へ

の進学対象者なし。 
なし 継続 

255 児童扶養手当の適切な給付を行います。 こども未来課 

要件を満たす子どもの父又は母又は養育者に児童扶

養手当を給付した。支出済額 331，178，910円、受給者

数 665名、対象児童 932名。 

なし 継続 

256 
母子父子寡婦福祉資金貸付制度、生活福祉資金・

たすけあい資金貸付制度を周知します。 

福祉企画課 

こども未来課 

生活福祉資金・たすけあい資金貸付は、問合せ等があ

った際に社会福祉協議会に繋いだ。 

母子父子寡婦福祉資金貸付は、窓口における制度説明

及びチラシ等の配布を行った。貸付決定 2件。 

なし 継続 

257 
赤い羽根共同募金運動や歳末たすけあい募金等

の配分により子育て世帯を支援します。 
福祉企画課 問合せ等があった際に社会福祉協議会に繋いだ。 なし 継続 

 

施策の方向性 4 ひとり親家庭等の自立支援の推進 

◆重点施策 1 ひとり親家庭等に対する支援の充実 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

258 
相談窓口機能の周知とスムーズな対応や連携

を強化します。 
こども未来課 

親子ふれあいサロン、子育て支援センター、家庭児童

相談室のチラシ、子育てハンドブックを配布し窓口の周

知を図った。また、担当者の連絡会を定期的に開催し、

情報共有と連携強化を図った。 

有り（実施） 継続 

259 
母子・父子自立支援員による相談の実施と要支

援者の把握を行います。 
こども未来課 

母子・父子自立支援員を 1名配置し相談・支援を実施

した。相談件数 82件。 
なし 継続 

260 

無料法律相談会や市民生活相談窓口、県や財団

法人が行うひとり親家庭に対する生活支援事

業などの情報提供を行います。 

こども未来課 
チラシ等の配布や広報での周知を行った。無料法律相

談会を 3回開催した。相談者 5名。 
なし 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

261 
ひとり親家庭の子どもを対象とした学習支援

教室を実施します。 
こども未来課 

無料の教室を開設した。学習支援だけでなく、教室に

おける子どもからの相談への対応などを通して、基本的

な生活習慣の習得支援や生活指導を行うことができた。 

なし 継続 

 

◆重点施策 2 ひとり親家庭等の社会参加の支援 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

262 
「酒田市母子福祉ねむの木会」の活動を支援しま

す。 
こども未来課 

ねむの木会が運営協力者となって実施しているひと

り親家庭等学習支援教室に、教育委員会の協力により教

科書を貸与したほか、会の運営に助言を行うなどの支援

を行った。 

なし 継続 

263 
親子のふれあいの機会としてのレクリエーショ

ン活動を充実します。 
こども未来課 

親子レクリエーション活動（秋田市：大森山動物園）

を 1回実施した。 
なし 休止 

 

施策の方向性 5 外国につながる子どもへの配慮・支援 

◆重点施策 1 子ども、保護者及び教育施設等への配慮・支援 

No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

264 

外国籍の妊産婦への相談支援を実施します。また

状況に応じてボランティア通訳を利用し、     

きめ細やかな支援を行います。 

こども未来課 

健康課 

 ぎゅっとでの相談、家庭訪問等で相談支援を実施し

た。ボランティア通訳の利用はなかった。 
なし 継続 

265 
外国語版母子健康手帳や健診問診票等を活用し

スムーズな支援を図ります。 
こども未来課 

外国語版母子健康手帳（英語、中国語、韓国語、ポル

トガル語、フィリピン語対応）の交付できる体制をとっ

ているが、交付実績はなかった。 

なし 継続 

266 

保育所等に入所する日本語でのコミュニケーシ

ョンが困難な幼児に対し、必要な支援を行いま

す。 

保育こども園課 該当児童なし。 なし 継続 

267 

日本語でのコミュニケーションが困難な児童生

徒に対し、個別に日本語を指導する講師を派遣し

ます。 

学校教育課 
小学校で 5名、中学校で 1名（英語 4名､中国語 2名）

に対し､日本語講師を派遣し日本語指導を実施した｡ 
なし 継続 
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No. 取組内容 主な実施主体 主な成果 コロナの影響 今後の方向性 

268 

在住外国人と市民が互いの国際理解を深めるた

めの各種交流事業の開催や、日本語教室・相談窓

口の開設により、外国籍等の方も子育てしやすい

環境づくりを進めます。 

地域共生課 

国際交流サロンにおいて、異文化体験や交流事業を

開催（4回）することにより、互いの国際理解を深める

ことができた。また、日本語学習（448回）や相談対応

（20件）、警察職員を講師とした勉強会を通じて、在住

外国人が酒田で安心して暮らすための支援を行った。 

有り（実施） 継続 

 


